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コ ンサルテーション・ 企業内研修事例詳細

経営幹部、 役員候補、 コ ア人材による

管理・間接業務を革新するための５Ｓ・ＶＭ  （見える管理）
＝ＯＶＭＳ【オフィスビジュアルマネジメントシステム】

１ ． 概要

 ５ＳとＶＭ  （Visual Management＝目で見る経営）は、製造部門のみならず、管理・間接部門をはじ
めとした企業のすべての部門を見える化しながら業務の改革・革新を図って、企業の総合的なマネ
ジメント力を強化することが必要です。管理・間接部門の５Ｓ・ＶＭ＝ＯＶＭＳ（オフィスビジュアルマネ
ジメントシステム）により、「職場全体、職場の仕事別、個人別に仕事の内容・実施状況・スケジュー
ル・遅れ進み、問題点や異常の発生状況、処置・対策、行動状況などが目で見てわかり、不具合な
事態や悪い結果が生じる前に事実を的確に把握して早めに処置し、不具合な事態が発生した場合
は、原因を究明して的確な対策（再発防止対策）をたてられる管理体制」を確立しながら、業務革新
を図ることができます。

（管理・間接部門）総務・人事、経理、営業、設計・開発、資材・調達・外注、経営企画、
生産管理、生産技術、品質管理等の各部門

２ ． ねらい

管理・間接部門の５Ｓ・ＶＭ=ＯＶＭＳのねらいは以下のとおりです。

◆マネジメ ント の質の変化

－管理（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ ） の内容の質的向上

－管理サイ ク ルのスピード化

◆管理者・ 監督者の管理能力・改善能力の向上

◆人と 組織と 風土の活性化

◆企業の経営体質の革新

◆売上の増大

◆リ ード タ イ ム（設計・ 開発、 事務） の短縮

◆工数低減（人員削減） と 生産性向上

◆業務進度遅れ・ 納期遅れの減少

◆不良・ ミ ス（設計、 事務） の減少

◆事務用品在庫の削減

◆在庫（材料、 仕掛品、 製品） の削減

◆リ ード タ イ ム（調達、 製造） の短縮

◆工数低減（人員削減） と 生産性向上

◆生産進度遅れ・納期遅れの減少

◆不良の減少

原価低減と 利益・キャ ッ シュ フ ローの増大

管理・ 間接部門 製造部門

ＯＶＭＳを導入した事務所のイメージ

管理・間接部門で５Ｓ・ＶＭ＝ＯＶMＳを
推進することにより、管理・間接部門ば
かりでなく、製造部門においても成果が
現れます
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管理・間接業務を革新するための５Ｓ・ＶＭ     

３ ． 実施手順

STEP１ ５Ｓ活動の推進（物の見える化）

整理、整頓、清掃、清潔、躾を徹底的に推進し 、事務所の中に置かれているすべての物を

対象と して整理 ・ 整頓基準を設定し 、整理 ・ 整頓を実施して、

「目で見えるオフィ ス、ムダのないオフィ スづく り 」 を実現していきます。

こ の活動を通して、 社員の自主性の向上、良好なチームワーク づく り、

管理・ 監督者のリーダーシップの養成を実現し 、 全従業員が一丸と なって

絶え間なく 改善活動が実施できる職場づく り を行います。

STEP2 書類整理の実施（５Ｓ活動の中で実施）

書庫、個人用机の上 ・下 ・引き出し 内など、 対象職場内にあるすべての書類を対象と して、

削減目標（ 通常 ５０ ％以上）と 廃棄基準を設定して実施し ます。

STEP3      ビジュアルファイリングシステムの確立（業務の見える化）

書類の整理を徹底的に実施し た後、業務機能の棚卸と 業務分担の見直し を行いながら、

業務機能体系表と 業務分類表、ファイル体系表、ファイル基準表を作成して、

本格的なファイリ ングシステムを構築し 、

必要な書類を容易に  （３０ 秒以内に）取り 出せると と も に保管→保存→廃棄が

システム的にできるよう にし ます。不要な書類（ 量 ・ 種類）の削減だけでなく 、

仕事の流れの見直し 、仕事の分担の見直し 、仕事そのも のの見直し も 図るこ と ができます。

STEP4 ＶＭの実施（管理の見える化）

対象職場と管理 ・ 監督者の役割 ・ 使命を明確化して、  ＶＭ対象職場を選定し 、

ＶＭボード をはじ めとし た ＶＭの道具立の設計 ・ 製作 ・ 設置を行ないます。

ＶＭボード には     「方針 ・ 目標管理」    「日常業務管理」の各管理業務を実施するための書類を

掲示するなどして、管理者・ 監督者が中心と なってＶＭを実施するよう にし ます。

方針目標

部門方針目標

目標管理表
ｸﾚ ﾑー再発防止管理

ク レ ーム実績推移グラ フ

‥‥
‥

目標管理表

不良根本対策管理

製品不良率推移グラ フ

目標管理表

Ｑ Ｃ 標準化

Ｑ Ｃ 標準化推進計画／実績表
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ク レ ーム要因分析 不良要因分析 Ｑ Ｃ 工程図

部門方針目標
≪総括表≫

出荷検査

材料

ク レーム要因

加工工程 塗装 組立

ク レ ーム根本対策実施管理表 不良根本対策実施管理表 Ｑ Ｃ 標準化教育訓練計画／実施表

受入

作業方法

材料 人

不良要因

人

機械 作業方法

（東京） 〒1 0 2 - 0 0 8 3  東京都千代田区麹町３ －２ －６ （垣見麹町ビル５ 階） 
問い合わせ先

ＯＶＭＳの詳しいパンフレットもございます。
ぜひご請求ください。

ＶＭボードの例（品質管理部門）

実施期間は、企業規模、管理レベル、従業員数などによって異なり ますが、
通常１ 年～３ 年を必要と します。

TEL： 0 3 - 5 2 7 5 - 7 7 5 1 FAX： 0 3 - 5 2 7 5 - 7 7 5 5  e-mail： tokyos@ chusanren. or. jp


